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浸水対策の雨水貯留はヒューム管で 



雨水貯留管はヒューム管で

　浸水被害が発生する市街地などにおいては、浸水対策として道路・公園下に、ヒューム管
を雨水貯留管として設置することにより、被害の最小化を図ることができます。

● コスト縮減
非開削工法である推進工法用ヒューム管を使用することにより、工期が早く、立坑のスペースが
小さいため、工事費が安価です。

● 優れた耐震性、水密性
地震時においてヒューム管は、継手部の抜け出し量が確保されており、地震動レベル２に対応
し、しっかりと止水性を保つことができます。

● 急曲線、長距離に対応
曲げ角度の許容範囲が大きく、高強度のヒューム管を用いることにより、急曲線及び長距離に
対応することが可能です。

● 環境に優しい
ヒューム管、すなわち遠心力鉄筋コンクリート管は、その主材料が国内資源で構成されており、
環境に大変優しい製品です。



ヒューム管で 雨に強いまちづくり 都市

　内水
設を出
降った

　現在の都市部及び市街地では、地表のほとんどが建物やアスファルトの道路で覆われてい
るため、雨水が地下に浸透しにくく、短時間に大量の雨水が河川や下水道に集まり、河川の
氾濫や地盤の低い地域における浸水が度々発生するようになりました。
　ヒューム管を雨水貯留管として設置することにより、大量の雨水を一時的に貯留し、まち
中への浸水を防ぐことができます。

都市開発後の雨水流出量の変化

■１時間降水量50㎜以上の年間発生回数■
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平成元年～平成10年
平均184回 

平成11年～平成20年
平均231回 

■１時間降水量100㎜以上の年間発生回数■
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平成元年～平成10年
平均1 .6回 

平成11年～平成20年
平均3 . 7回 

※１時間降水量の年間発生回数を全国約1300地点のアメダスより集計。（国土交通省資料より）

● 予測困難な集中豪雨（ゲリラ豪雨）が多発
近年、地球温暖化による気候の変化に伴い、予測困難で短時間に集中する豪雨（ゲリラ豪雨）
が多発し、毎年甚大な浸水被害が発生しています。




